
亜 唖

娃 阿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
年
末
年
始
に
か
け
て
ご
家
族
お

揃
い
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
方
も

多
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
が
、
昨

年

月
に
は
女
性
初
の
首
相
で
あ

る
高
市
内
閣
が
発
足
し
、
物
価
高

対
策
を
含
め
た
経
済
対
策
は
も
と

よ
り
、
積
極
的
な
財
政
運
営
に
よ

る
国
民
生
活
の
改
善
や
外
交
・
防

衛
等
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
新
た
な
令
和
８
年
が
皆

様
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
明
る
く

健
康
で
、
夢
や
希
望
に
満
ち
た
一

年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
戦
後

年
の
大

き
な
節
目
の
年
で
あ
り
「
平
和
」

に
対
す
る
国
民
的
な
意
識
が
高
ま

る
と
と
も
に
、
大
阪
・
関
西
万
博

の
開
催
な
ど
国
際
的
な
交
流
も
拡

大
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
一

方
で
は
、
主
食
で
あ
る
米
価
の
高

値
を
は
じ
め
様
々
な
食
料
品
や
燃

料
費
等
の
値
上
げ
な
ど
、
賃
上
げ

を
上
回
る
物
価
高
の
中
で
現
役
世

代
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
国
民

が
非
常
に
苦
し
い
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。

　
加
え
て
昨
年
１
月
に
就
任
し
た

米
国
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
大
幅

な
関
税
引
き
上
げ
に
よ
り
日
本
経

済
は
大
き
な
痛
手
を
受
け
ま
し
た

が
、
貿
易
摩
擦
の
激
化
に
伴
う
先

行
き
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
７
月
の
参
議
院
議
員

選
挙
で
は
、
「
政
治
と
カ
ネ
」
の

問
題
な
ど
国
民
の
信
頼
を
失
っ
た

自
民
・
公
明
両
党
が
大
敗
し
、
衆

参
両
院
に
お
い
て
政
府
与
党
の
過

半
数
割
れ
と
な
り
、
公
明
党
の
連

立
離
脱
や
自
民
・
維
新
の
新
た
な

連
立
政
権
樹
立
な
ど
極
め
て
不
安

定
な
政
治
状
況
に
陥
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て

は
頻
発
・
甚
大
化
す
る
自
然
災
害

へ
の
備
え
と
し
て
令
和
８
年
度
か

ら

年
度
ま
で
５
年
間
で
概
ね

兆
円
程
度
の
国
土
強
靭
化
中
期
計

画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

道
路
や
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
、
上
・

下
水
道
な
ど
国
民
生
活
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
も
進
行
し
て
お
り
、
早
急

な
点
検
・
整
備
の
必
要
性
も
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
私
ど
も
建
設
業
に
お
い
て
は
、

資
材
価
格
や
燃
料
費
の
高
騰
に
よ

る
利
益
率
の
低
下
、
仕
事
量
の
減

少
な
ど
厳
し
い
企
業
経
営
を
強
い

ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
と
り
わ
け

若
手
人
材
の
不
足
と
職
員
の
高
齢

化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
働

き
方
改
革
の
推
進
は
も
と
よ
り

「
新
３
Ｋ
（
給
与
の
引
上
げ
や
休

暇
制
度
の
充
実
、
希
望
の
も
て
る

職
場
環
境
）
」
の
職
場
づ
く
り
、

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
に
よ
る
生
産

性
の
向
上
や
効
率
化
の
推
進
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、近
年
、

青
年
部
の
皆
さ
ん
が
土
木
の
日
の

イ
ベ
ン
ト
や
社
会
貢
献
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多

く
の
現
場
で
明
る
く
元
気
に
活
躍

す
る
女
性
の
姿
も
目
に
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
適

確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
新
た
な

施
工
技
術
の
導
入
を
図
り
、
地
域

の
方
々
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
の
輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
、
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
健
や
か
に
新
し
い

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
諸
物
価
高
騰
が
継

続
的
に
続
き
、
物
価
高
対
策
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
中
、
自
民
党
に

お
い
て
は
連
立
政
権
や
他
党
と
の

政
策
調
整
も
あ
り
、
事
が
ス
ム
ー

ズ
に
運
べ
な
い
難
し
い
状
況
に
あ

っ
た
が
、
２
０
２
５
補
正
予
算
成

立
に
向
け
て
は
積
極
財
政
に
取
り

組
み
、
昨
年
末
は

兆
３
千
億
円

規
模
の
経
済
対
策
を
打
ち
出
し

た
。
経
済
対
策
の
骨
子
は
、
「
生

活
の
安
全
保
障
・
物
価
高
へ
の
対

応
（

兆
７
千
億
円
）
」
、
「
危

機
管
理
投
資
・
成
長
投
資
に
よ
る

強
い
経
済
の
実
現
（
７
兆
２
千
億

円
）
」
、
「
防
衛
力
と
外
交
力
の

強
化
（
１
兆
７
千
億
円
）
」
の
三

本
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、「
子

供
へ
の
２
万
円
の
給
付
」
、
「
電

気
・
ガ
ス
料
金
補
助
」
、
「
お
米

券
・
電
子
ク
ー
ポ
ン
の
活
用
」
、

或
い
は
「
ガ
ソ
リ
ン
税
や
軽
油
引

取
税
の
暫
定
税
率
廃
止
」
、
「
年

収
１
０
３
万
円
の
壁
引
き
上
げ
に

よ
る
減
税
効
果
」
等
を
中
心
に
盛

り
込
み
、
全
力
で
物
価
高
対
策
に

取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　
建
設
業
関
係
で
は
、
「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靭
化
５
カ
年
加
速

化
対
策
」
が
今
年
度
で
終
了
し
、

２
０
２
６
年
度
か
ら
「
第
１
次
国

土
強
靭
化
実
施
中
期
計
画
」
が
始

ま
り
ま
す
が
、
既
に
昨
年

月
の

補
正
予
算
に
は
、
初
年
度
の
事
業

費
と
し
て
約
２
兆
円
が
見
込
ま
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
２
０
２
６
年
度

は
「
防
災
庁
」も
設
置
さ
れ
る
が
、

「
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
で
、

事
前
防
災
・
予
防
保
全
を
徹
底
す

る
」
こ
と
を
基
本
政
策
と
し
て
い

ま
す
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
毎
年

の
よ
う
に
全
国
各
地
で
地
震
・
台

風
・
豪
雨
（
線
状
降
水
帯
）
・
竜

巻
等
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
決
し
て
国
土
強
靭
化
の
停
滞
が

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
近
年
の
物
価
高
は
建
設

業
経
営
に
お
い
て
も
資
材
価
格
高

騰
や
人
件
費
上
昇
等
の
影
響
を
大

き
く
受
け
て
お
り
、
事
業
規
模
が

前
年
度
と
同
規
模
で
推
移
す
れ
ば

実
質
的
な
事
業
量
減
少
に
つ
な
が

る
た
め
、
第
１
次
国
土
強
靭
化
実

施
中
期
計
画
の
事
業
費
は
補
正
予

算
の
後
を
受
け
２
０
２
６
年
度
本

予
算
に
お
い
て
も
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、当
地
長
崎
に
お
い
て
は
、

１
０
０
年
に
一
度
の
街
の
大
変
革

も
終
盤
を
迎
え
、
主
だ
っ
た
施
設

も
出
揃
っ
た
感
じ
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
如
何
に
交
流
人
口
を
増

や
し
集
客
に
繋
げ
て
行
く
か
、
ま

た
施
設
間
の
人
の
回
遊
等
ソ
フ
ト

面
の
充
実
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

立
派
な
施
設
を
持
て
余
す
こ
と
の

な
い
よ
う
み
ん
な
で
今
後
の
長
崎

の
発
展
を
考
え
て
参
り
ま
し
ょ

う
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
一

年
、
私
共
業
界
に
と
っ
て
明
る
い

年
に
な
る
こ
と
を
切
に
願
う
と
共

に
、皆
様
に
と
っ
て
も
幸
多
き
年
、

実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。


